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大阪支部の役員がバトンタッチします♪ 

        

この度、岡本裕子先輩の後を受け、大阪支部長を仰せつかりました。 

９年前、ふとしたお誘いで支部だよりの発送をお手伝いしたことがきっかけで 

支部のつどいに参加し始めました。学生時代に守り育んでくださった広島女学院

へ、わずかばかりでもご恩返しができればという気持ちで参加しておりました   

ので、支部長就任は身にあまる重責であり、私のような若輩では、と戸惑いもあり

ますが、みなさまのお力をお借りして、誠心誠意、つとめてまいりたいと思います。 

３年以上続くコロナ禍で同窓生がつどえる機会が少なくなっているなか、今の   

時代に合った同窓会の役割を果たすことができれば幸いです。 

今後とも、大阪支部の活動にご理解とご協力を賜りますよう心よりお願い申し 

上げます。 

大阪支部長として１０年間務めさせていただき、みなさまには大変お世話になり 

ましたが、この度退任することとなりました。その間、たくさんの暖かい言葉や励まし

に支えられましたこと、お礼申し上げます。 

同窓会本部とは一線を画した、支部ならではの「支部活動は楽しいことが一番」

を信条に、笑いの絶えない活動を心がけてまいりました。なかでも、大勢の会員さま

とお会いでき、また電話で、お手紙やはがきで繋がることができましたことは心躍る

ほど嬉しいことでした。 

広島女学院という同じ学び舎につどいながらも、時代が違えば会うことが叶わな

かった先輩方や後輩たち。そのような方々と、ここ大阪で奇跡のような出会いをした

のです。一度出会えば広島女学院精神は共通項、時空を超えた親密さがすぐさま

生まれてくるのです。「もっとたくさんの会員の方とお会いしたい、伝統を繋げていき

たい。」そんな願いは、3年前のコロナ禍以来中断せざるを得なくなりました。しかし、

希望は繋いでいくもの。心残りは次世代の若い支部長、南方さんに託すことにいた

しましょう。新役員の方々もよろしくお願いいたします。 

新支部長 

南方 香織 
（高 40文英 22/木原） 

 

前支部長 

岡本 裕子 
（高28文英10/岡本） 
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●なかなかコロナの終息期待できませんが、みなさま

お元気でしょうか？私はヒザが悪いので、一週間に 

４回は泳いだり歩いたりお陰様で続けられ、ヒザの

注射打たなくてもよくなりました。歳をとるとあち

こちいたくなったりしますが、がんばっております。 

＜池内瑞穂(高 17 短 16/向井)＞ 

●片山さんのオリンピックでのご活躍や、大下さんの

クリスマス礼拝の記事、そしてみなさまの「ひとこと」

を楽しく読ませていただきました。コロナ禍やロシ

アのウクライナ侵攻によって、世界は変わりつつあ

りますが、ささやかな日常が守られますように。 

 ＜渡辺日奈(高 23/長嶋)＞ 

●今年も支部だより届けていただき、感謝しており 

ます。片山さんの記事、興味深く読ませていただき 

ました。多くの方々のご苦労、支えによって沢山の感

動をいただいたのですね。片山さんアッパレ!!です。

そして、同窓生として誇りに思います。本当にお疲れ 

さまでした。  ＜立花澄子(高 17 短 16/森島)＞ 

●コロナ禍ですが、家族や 1 人で小さな旅を時々楽し

んでいます。昨年 100 才になりました母（森美代子、

旧姓竹内）も同窓生ですが、昨年歩行困難になり、認

知症も進み、近くの介護施設のお世話になることに

なりました。老々介護から解放され少しほっとして

います。      ＜入内島直美(高 13/福場)＞ 

●先日久し振りに帰広し、父母のお墓参りをしました。

広島駅のエスカレーターで若い女性の方に「お荷物

お持ちしましょうか」と声を掛けられ、初めは「大丈

夫です」とお断りしたのですが、カバンにお土産の 

重い紙袋、杖という状態で「お願いしましょうか」と

紙袋をお願いしました。この年（８６才）になると、

みなさまによく優しい言葉をかけていただき、感謝、

感謝の日々です。   ＜藤本勝子(大英６/吉村)＞ 

●めでたく還暦を迎え、気づけば大阪に暮らしてはや

20 年。大阪弁をマスターすることが出来ず、広島弁

のままです。愛犬（元保護犬）との朝１時間、夕２時

間ほどの散歩に年齢を感じる今日このごろですが、

私の健康のため犬が散歩させてくれていると思い、

頑張っています。散歩帰り近くのオタフクソース 

大阪研修所からのソースの香りに、「今夜はお好み 

焼きにしよう!」と相変わらず広島な日々を過ごして

います。      ＜坂本佳織(高 33/佐々木)＞ 

 
みなさまからの近況報告を 

Twitterサイズで紹介します ＜お名前(卒年/旧姓)＞ 

２０２２年６月１日(水) 

「歴史散歩へのお誘い」のご案内をいただき、コースが「古市古墳群(世界文化遺産)

の一郭を散歩する」とのことで参加しました。「道明寺駅～道明寺天満宮～古墳群～ 

誉田八幡宮～古市駅」は、私がよく行き来する場所ですが、ゆっくり歩いて回った  

ことはありませんでした。 

古市古墳群は、応神天皇陵古墳のような超大型古墳(425ｍ/全国第２位)から、  

小さな古墳(10ｍ以下)まで様々な古墳があります。公園になっている古室山古墳の 

頂上からは「あべのハルカス」や遠くには「六甲の山並み」が見え、赤面山古墳は   

西名阪自動車道の高架下にありました。歴史に詳しい関西ブロック長の山口さんが、

それぞれの古墳について解説してくださり、とても勉強になりました。 

同窓会でお目にかかる方は、はじめての方ばかりで年齢も異なりましたが、広島  

女学院を通しての共通の話題も多く、高校時代のことを懐かしく思い出しました。    

私は今回が初めての参加でしたが、外での活動(散歩)・交流は、とても新鮮な気持ち

になり、新しい発見もあり、本当に楽しい一日でした。文：島野友子(高 36/西川) 
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●二年間だけの短大生活なので、どなたも知り合いが

ありません。時々お世話してもらっている支部だよ

りのおかげで懐かしい思い出を楽しんでいます。 

    ＜井上ノブ(短 11/渡辺)＞ 

●２か月間の入院生活を送りました。辛かったです。

生活習慣の因果応報ですね。元気に回復するよう、 

努力いたします。無理せず朗らかに暮らしてまいり

ます。みなさまのご健康をお祈り申し上げます。 

＜望月久恵(文英２/伊木)＞ 

●ご無沙汰してます。何とか元気で頑張っています。

みなさまにお会いできるのを楽しみにしています。  

＜大本久美(高 23)＞ 

●新しい家族（マルチーズ、男の子）を迎えました。

犬嫌いだった夫も今ではすすんで散歩に行くほど

に！我が家にたくさんの喜びを与えてくれています。 

        ＜麻生圭美(高 40/嶋田)＞ 

●還暦を迎えてもう一度今までの人生について考えて

みたところ、中 1 で習ったクム・デオ・ラボラムス

という言葉に影響を受けている事に気付かされま  

した。広島女学院で多くを学びましたが、この言葉と

聖書の「愛は寛容である」から始まる文の愛のところ

に自分の名前を入れなさい、とおっしゃっていた 

土井先生を懐かしく思い出しました。 

＜森岡美穂(高 33/平尾)＞ 

●小児科と循環器内科の門前薬局に勤務しております。

孫のような子どもさんから、人生の先輩にあたる方

まで幅広く接して毎日が勉強です。還暦を迎えて、 

また新たな一歩を踏み出す年になっておりますが、

これからも大先輩の背中を追いかけながら、日々 

楽しく健康に過ごしたいと思っております。まだま

だ、平穏な日常が戻るまで時間がかかりそうですが、 

みなさまのご健康をお祈りいたしております。 

＜堤史子(高 33/浦)＞ 

●伊語通訳案内士です。旅行やビジネスで来日する 

イタリア人専門にアテンドをしております。コロナ

禍において３年弱ストップしていたインバウンドも

復活しつつあり、久々に見るお客様や同僚ガイドの

笑顔、嬉しい限りです。お正月にアテンドしたミラノ

のカップルは、日本の外国旅行客受け入れを待ち、 

2年以上新婚旅行を延期していたのだとのこと… 

そんな方々の期待に応えられるよう、仕事への決意

を新たにしているところです。    

＜増田祐子(高 33/波田)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度 支部会費納入者(敬称略) 

 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

以下の方々から、寄付をいただきました 

    

    

    

    

 

ご協力ありがとうございました。 

 

  

  

年会費  １，０００円 
下記のいずれかの方法でお願いいたします 

①同封の振替用紙にて 

②ゆうちょ銀行から郵便振替 

 ATM から 00990-7-92839 

③他銀行からゆうちょ銀行に振込 

 ゆうちょ銀行 普通預金 

 店番４１８ 口座番号 8632557 

 

広島女学院同窓会 

大阪支部では、 

心ばかりの敬老の 

気持ちをこめて、 

８０歳になられた方に 

和菓子をお送り 

しました。 

敬
老
プ
レ
ゼ
ン
ト  

いつでも構いません♪ 

ぜひ納入をお願いします 

お待ちしております!! 



大阪支部だより No.43 

 

 

 

  

３月２３日 大阪支部だより校正 出席６名 

３月２４日～４月５日  

 LINEグループトークにて支部だより打合せ・校正 

４月１３日 大阪支部だより発送  出席７名 

７月１３日 役員交代・今後の活動について話合い 出席９名 

９月１４日 敬老プレゼント発送  出席６名 

１１月９日 関西ブロッククリスマス礼拝準備会 

 大阪支部だより打合せ 出席９名 

１２月３日 関西ブロッククリスマス礼拝 出席１７名 

 於：大阪東十三教会 

 メッセージ「共におられる神」 岡本寿吉牧師 

１月～ LINEグループトークにて支部だより打合せ 

３月１５日 大阪支部だより校正 出席９名 

３月２８日 会計監査 

＜収入＞  

前年度繰越 226,995 

支部会費 95,000 

寄付 43,000 

利子 1 

収入計 364,996 

＜支出＞  

支部だより 印刷 12,660 

文具事務費 9,065 

交通通信費 85,422 

会議費 8,244 

敬老プレゼント 17,059 

クリスマス礼拝諸経費補填 9,073 

支出計 141,523 

次年度へ繰越 223,473 

合計 364,996 

  なおこのほかに特別会計として預金¥750,000-があります 

 上記の通り相違ありません。 2023年 3月 28日 

   会計監査 

今年も昨年に引き続き、礼拝だけのクリスマス祝会を 12 月３日(土)に

大阪東十三教会にて行いました。 

ますは、岡本寿吉牧師が東十三教会に赴任されて５年も経つことに驚き

ました。ちょうど、その時期に大きな病気をされたと仰っていた、先生の

奥様も今は健康を取り戻され、ご活躍であるということを改めてお聞き 

して、一同安堵いたしました。 

今年も、先生が昨年までにしてくださったお話を振り返るところから 

始まり、先生ご自身のご経験を交えながら、「共におられる神」というテー

マで、平素私のように教会に通っていない参加者にもわかりやすく語って

くださいました。 

さて、クリスマス祝会では毎年懐かしい讃美歌をたくさん歌います。 

それが私が参加する上での楽しみの一つにもなっております。歌いながら

中学時代の讃美歌コンクールのことなど思い出が蘇ってきました。今回、

自然に二部合唱になったことに驚きと感動を覚えました。在学中は当たり

前すぎて意識することはありませんでしたが、今振り返ってみれば毎日の

礼拝を通して心豊かな少女時代、幸せな学生時代を過ごせていたのだと 

思います。心の核になる部分に、いつの間にか女学院で学んだ聖書の教え

が入っていることを再認識し、自分のアイデンティティを振り返る良い機

会になりました。山口ブロック長が最後の挨拶で述べられたように、縁が

あって神様を知ったものとして、自分にできることを一つでもできるよう

な人生を歩んでいきたい、との思いを新たにいたしました。ありがとうご

ざいました。文：宮崎能子（高 33/幾田） 

202３年度広島女学院同窓会年間聖句 

愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善から離れず、兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって
互いに相手を優れた者と思いなさい。怠らず励み、霊に燃えて、主に仕えなさい。希望をもって喜び、 
苦難に耐え忍び、たゆまず祈りなさい。       （ローマの信徒への手紙 12章 9節～12節） 

＜収入＞   ＜支出＞  

前年度繰越 4,607  諸経費 28,280 

会費 0  寄付* 5,000 

献金 19,600  支出計 33,280 

大阪支部より補填 9,073  次年度へ繰越 0 

収入計 33,280  合計 33,280 

     *寄付先 止揚学園         上記の通り相違ありません。 202３年 3月 28日 

                      会計監査 

  ＜２０２２年度クリスマス礼拝会計報告＞ 

〔編集後記〕先日からカギをなくしたり、チケットを見失った

りのハプニングにがっくり…まあ、結局出てきたりどうにか

なったりでホッとしつつも「もう歳やなあ…」とボヤいたら、

息子が「そんなことないで！お母ちゃんずっとそんなやん」

とニッコリ。慰めありがたや!?＜西川典子（高４４/米本）＞ 

 


